
召∂

窺
は
れ
る
。
委
曲
を
婁
せ
る
叙
事
、
典
雅
な
文
章
も
、
こ
０
地

理
書
の
構
造
０
た
め
に
一
勝
輝
き
を
み
せ
て
ゐ
る
。

　

道
元
嗜
情
理
粂
備
へ
、
清
濁
併
呑
む
底
の
人
で
は
な
か
っ

た
。
ど
こ
ま
で
も
理
の
人
で
あ
り
、
清
の
人
で
あ
っ
た
。
魏
書

は
彼
の
傅
を
酷
吏
傅
に
列
し
て
ゐ
る
。
旋
史
と
ま
で
搦
せ
ら
れ

る
魏
書
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
を
酷
吏
と
評
す
る
こ

と
は
不
富
で
は
あ
ら
う
が
、
執
法
清
列
、
篤
政
厳
猛
で
あ
っ
た

こ
と
は
事
賓
で
あ
ら
う
。
こ
の
純
清
な
理
知
的
な
性
格
は
彼
の

官
吏
生
活
を
決
し
て
幸
箱
に
は
し
な
か
っ
た
。
終
に
そ
れ
が
禰

し
て
陰
盤
騨
に
於
て
凄
惨
な
臨
終
を
遂
げ
た
０
｀
’
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
地
理
學
に
於
て
は
こ
の
清
理
０
性
格
が
見
事
に
結
賓
し

て
狽
立
不
祠
の
存
在
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

參

　

考

　

文

　

献

　

趙
一
清
、
北
史
本
憚
稀
（
水
経
注
祥
巻
首
）

　

山
丁
、
脚
學
考
叙
目
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
三
本
三

　

『
分
』

　

趙
貞
信
、
鰯
道
元
之
生
卒
年
考
（
扁
貢
牛
月
刊
三
周
年
記
念
競
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
昭
和
十
六
年
二
月
二
十
五
日
稿
）

　

とくが帝つとさでそと代知

　

闘・

　

思の多廟すこもをゐのだ!）つ京老
，つでくがか呼しる表と.認で都爺
て萩秋あ忘んて０門頷如ゐの
ゐのにるれでゐ四通づ堂る’東
る寺はのす二ゐるつｂくの人山

　

゜と美だがるもとの人こはの
すこもじ東゜のも北はと多換
し.いいこ北そだ丁に少だく皐
かは花の院のか度四くとあ寺
雍れが寺と中ら同つないる

　

｀
州る庭はいの俗じ程いへまと
府と一境ふ何に位寺だばいい
志こ面内寺番四のがら何｀つ

でろににに目軒大並うのそて
あだ呪萩闘だ寺きんｏこのも

々い見らけ記らすこしつをののつ
とがし私すこ事し一かすこ蹟開木すこ
あ

　

｀すこはもはい棟し闘ん係像と
･つ柱こまの必もの現係だをあ思

　

すこにとだfこやの建にはこ隨りふ

　

表かがそ尨開も物寺事と分とが

　

札ゝなのひ帝ながに賞が長し｀

　

かつぃ東なにいあはああくて東

　

らfこの北い開かつ関つる脆｀北

　

み煤で院ｏ白らて羽すご明こ院

　

てぐ何の賞逍｀他のの恐しのに

　

｀ろと閥は長雍に像でらて寺開

　

きいも帝残を州道をあくぁと白

　

つ闘い像念こ府長まらさつ道道

　

と帝へをなぢ志のつううすこ長長

　

あ云な秤がつの像つぃのと公

　

つ家はふしとす二て

　

がく老の
゛て本なとか

　

｀まrχ1支あと爺恐

　　

こ元い｀叙御

　　

那る十で,い

　　

んでか何を堂くさでとーあ顔

　　

なあ

　

゜とお開珍｀はの月らを

　　

こるこな見自ら親あこのうし

　

・と山のくせとしyんといとて

　　

を西間苦になくれなでつ思黒

　　

思解老笑なりもてにあとつぃ

　　

参州爺をらす京ゐ何つかすこ奮

　　

出の廟禁なま都る處す二に゜を

‾し開のじいしに閥に゜‾寺垂
Ｕこ帝抑得の年末選で

　

慶ｏら
比ｏ廟々なかにら

　

も

　

御人し
言

　

へのいと一れ劈あ

　

開にすこ

　　

行本で思度る力:つ

　

帳き開
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